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ご挨拶： 

原発事故により、少子高齢化が最も進んでしまった飯舘村で、自然環境とコミュニティのトータ
ルな再生を目指して、事故後１３年余にわたり、会員と村民の協働により多彩な活動が継続され
てきました。コロナの時期に抑制されていた活動エネルギーがここにきて大きく復活してきたよ
うに感じます。
健康医療ケア、里山再生・ブドウ栽培、アート系制作活動と若者が運営する図図倉庫での展示、
野草調査、放射能・放射線測定などが、継続的に活動しています。
これらの活動により、村民・移住者・長期滞在する若者アーティストなどとのネットワークが創
られ、点から場への活動機会が増えて、本会がコミュニティ回復の場づくり・地域力の強化に寄
与していると自負しております。
ふくしま再生の会の活動の底流にあるのは、自然と共生するコミュニティの再生を目指すという
考え方です。地球温暖化など世界が環境危機に直面している現在、人間は自然の一部であり、人
間が自然から独立した存在ではないという認識が、世代を超えて共有されつつあります。私たち
の活動が、地域から世界へ大きな流れとなって平和な地球世界の回復に寄与できれば幸いです。 

   理事長 田尾陽一



第 13 期 （２０２３年８月１日～２０２４年７月３１日） 

活動総括、事業報告、決算 

第 13 期 活動総括 

原発事故により、少子高齢化が最も進んでしまった飯舘村で、自然環境とコミュニティのトータルな
再生を目指して、事故後１３年目にも多彩な活動を継続する努力が、会員と村民の協働により実行さ
れた。コロナの時期に抑制されていた活動エネルギーがここにきて大きく復活してきた。これは新た
な来村者・新会員の増加にも現れている。今期は特に、住民との協働活動を強め、出来るだけ地域化
していく努力が実行された。 
健康医療ケアチームの粘り強い長期活動により、住民との人間関係が持続・強化されて来たが、それ
を強化・持続させるために、2024 年 3 月 22 日に「健やかに暮らせるいいたての会」が設立された。
里山再生・ブドウ栽培プロジェクトは、里山の価値を理解する学生たち若手世代が活動に参加した。
アート関連プロジェクト、図図倉庫に本会のコンセプトと１３年の活動展示を実現した。住民・移住
者・長期滞在する若者アーティストなどとのネットワークが創られ、点から場への活動機会を増やす
目標が前進した。これらの活動は、コミュニティ回復の場づくり・地域力の強化の一端を住民主体で
創り上げるために、本会の貢献が寄与したと言える。野草班、サークルまでい、放射能・放射線測定
機能も、継続的に活動している。

会員加入実績 期首会員数 入会者数 退会者数 期末会員数 

正会員 
個人正会員 １６８人 2 人  10 人 １６０人 
団体正会員 1 団体 ― ― １団体 

正会員計 １６９人・団体 ２人・団体 10人・団体 １６１人・団体 
賛助会

員 
個人賛助会員 ７９人 ９人  － ８８人 
団体賛助会員 ２団体 ― ― ２団体 

賛助会員計 ８１人・団体 ９人・団体 ― ９０人・団体 
合計 ２５０人・団体 １１人・団体 ９人・団体 ２５２人・団体 

注 退会理由の内訳： 本人申出 1 人 会費未納 7 人 物故 2 人 

助成金受け入れと変更 

☘ ふるさと・きずな維持再生支援事業『アート×サイエンスで里山再生』（福島県文化振興課）
2023年4月申請、助成期間2023年6月～2024年3月 助成金額 3,291千円
 アーティスト酒百宏一氏によるまでい花ワークショップ（福島県立美術館・図図倉庫）／飯舘

の植物をモチーフにした展示
 被災から１2年、放射能・放射線などの科学的データに基づく展示等で次世代の関心を醸成する

放射能・放射線についての正確な知識普及のための解説パンフレットの作成
 「いいたて野の花めぐり」絵葉書の作成



☘ 地域創生総合支援事業：『いいたて村の人々の“心とからだの健康増進”への取り組み』（3 年間
6,084 千円の事業計画 補助率 3 分の 2）

(2 年目)  2023 年 3 月申請、助成期間 2023 年 4 月～2024 年 3 月 助成金額 1,350 千円 
  （3年目）2024年3月申請、助成期間2024年4月～2025年3月 助成金額 1,200千円 

 健康いちばんの集い  開催
 安心テレフォン
 社協・村内医療・看護等組織、新規移住者等との連携強化のためのセミナー実施

☘ 地球環境基金助成『飯舘村の里山を守る』（独立行政法人環境再生保全機構）
2022年12月申請、助成期間2023年4月～2024年3月、助成金額1,624千円
2023年12月申請（ひろげる助成1年目）、助成期間2024年4月～2025年3月、助成金額2,000千円
 飯舘村の里山の再生を目的として、村民と学生と協働して次の活動を行う。
 飯舘村にとって新しい果樹農業であるワイン用ブドウの栽培を、採算の取れる生産事業に育

てる。
 飯舘村の里山林で、伐採・除染・植樹により放射能汚染の無い樹木を育て、地産木材の利用を

再開する。
 ブドウ栽培・里山林の再生にあたっては、環境保全の対策を併せて実施する。
 これらの活動に参加した学生が、里山での農林業と環境保全の実践を学ぶことを支援する。

☘ イオン環境活動助成『植樹を含む里山の修復』（公益財団法人イオン環境財団）
2022年8月申請 助成期間2023年4月～2024年3月 助成金額787,946円
2023年8月申請 助成期間2024年4月～2025年3月 助成金額810,000円
 放置され繁茂したマツ林の間伐・整備とツツジの植樹と下草刈り、剪定、農薬散布
 里山内の畑にクリの植樹
 里山林内の雑木林の皆伐とクヌギの植樹
 シイタケの実験栽培
 ブルーベリーの栽培

第１3 期事業報告 

I 産業再生に資する事業 

１）スマート農業の試験研究；
大学の卒論や修論として以下の研究を実施し、学会で発表した。
(付記 A は、2023 年度農業農村工学会 2024 年 9 月 10 日＠弘前大学で発表予定）
(付記 B は、2023 年度第 3 回復興農学研究会 2024 年 3 月 16 日＠福島大学で発表）

 『飯舘村における長距離 WiFi メッシュネット農場の実証実験』溝口勝・板倉康裕
 （松塚の山田豊さんの牧場と畜舎の通信インフラ整備）A

 『LSTM による飯舘村の局所天気予報の可能性』上坂粋芳・溝口勝
 （飯舘村内に設置した気象計のデータ解析）B



 『トルコキキョウ施設栽培を行う新規就農者が持つ現場の疑問の解決～雨によるハウス外か
らの水分流入の影響について～』山下輝・溝口勝

 （関根の小原健太さんハウス）B
 『中山間地域の水田における水位・水温モニタリング-飯舘村における LoRaWAN 技術の応用

-』吉浦遥介・溝口勝
 （松塚の山田豊さん水田）B

 『飯舘村におけるフィールド Wi-Fi 拡張実験』溝口勝・板倉康裕
 （あいの沢キャンプ場の WiFi 通信インフラ整備）復興農学会誌,Vol.4 No.2, p8-13 (2024)

２）ワイン用ブドウ栽培；
2019 年に開始したブドウ栽培は、毎年苗木の定植と栽培管理の経験を積み重ね
ながら、3 年後の 2026 年の規模を次の通り計画している。3 畑合計で、作付面
積 0.3ha ・苗木総本数 600 本・ブドウ収量 1000kg。また 13 期は、病気を防除し
健康なブドウを育てる目的で、11 月以降の休眠期に堆肥・炭とカキ殻を使い、
滑畑の土壌改良にも取り組んだ。

 2024年4 月の定植本数は白ワイン用65 本、赤ワイン用14本、合計79 本で、苗木
の総本数は、白ワイン用261本、赤ワイン用283 本、合計544 本。 

 秋のブドウの収量は、白ワイン用と赤ワイン用の合計 138kg、そのブドウを
委託醸造して、翌年の5 月に出来たワイン本数は赤白合計で 130 本。 

 これまでの栽培経験をもとに、春～秋に芽かき・誘引・摘
心、病害虫防除歴に基づいた農薬散布を実施。冬には手作
りの堆肥と炭にカキ殻を加えて畑に散布し、土壌改良も開
始した。

 2023 年 10 月 14~15 日、大田原高校飯舘村実地研修では、
集めた刈草に牛糞を混ぜて堆肥作り。また 2024 年 7 月、
山口大学と東大大学院農学部の学生による農作業実習がブ
ドウ畑で行われた。

降雪の中、堆肥と牡蠣殻を施肥 

夏のブドウ畑での農業実習；国際色豊かな山口
大・東大の学生さん達（前列中央の３人が持って
いるのは2023年ビンテージの赤白ワイン！） 



３）里山再生活動；
里山の価値(食の恵み・景観等)を取り戻すことを目的に、計画した植樹・里山林の整備などを実施した。
一方植樹した植物と整備した里山林を継続して維持・管理するためのマンパワーの確保と役割分担に
課題を残した。関係者と学校の協力により、学生との協働した活動が徐々に広がってきた。

 稲刈り；2023 年 10 月 1 日、菅野宗夫さん指導のもと、手作
業による稲刈り・稲架掛け・天日干し・脱穀をして、美味し
いお米を多くの関係者が賞味した。

 植樹・植付け；2023 年 12 月、佐須老人クラブと協働して、
約 60 本のブルーベリーを植樹。   2024 年 6 月、整備・
除染をした佐須里山林で、オオナルコユリ・ギョウジャニン
ニク・シドケ夫々40 本を植え付けた。

 炭焼き；2023 年 12 月 16 日及び 2024 年 2 月 11 日、簡易炭焼き窯を使った炭焼きを実施。
焼いた炭をブドウ畑の土壌改良実験に使用した。

 学生との協働；2023 年 10 月 14~15 日、大田原高校飯舘村実地研
修会が行われ、高校生の土壌・空間放射線量測定、食品等放射能測
定、堆肥作り体験などを実施。

 2024 年 7 月 7 日、山口大学と東大大学院農学部の学生による農作
業実習がブドウ畑で行われ、参加した学生の研修を実施した。

 2024年 5 月、東大大学院・農学部と福島大学農林サークルの学生
さん達と協働して、　２年前の５月に植樹したツツジ花壇を巡る遊
歩道づくりに着手、階段とベンチを設置した。

Ⅱ 生活再生をサポートする事業 

1) 「健康いちばん！の集い」の開催 ２０２３年８月、９月、１０
月、１１月、２０２４年４月、５月、６月、７月と８回開催し延べ
５３７人が参加した。２０２４年度より年２回は村役場に隣接す
るいいたて活性化センターいちばん館で役所が業務をしている平
日に開催し、村や社会福祉協議会のスタッフが実施を確認し情
報交換などができるように配慮した。この結果７月８日月曜日

収穫の秋；手刈りの稲を稲架掛けし
て天日干しに！

飯舘村実地研修で、牛糞に刈取
り草を混ぜる大田原高校生 
 

春の里山歩道作り；福島大学農林サークルの学生さんと、ツツジ花壇周りの
歩道にベンチを設置

お昼の後は参加者と一緒にお腹のそこ
から声をだしましょう！ 



に開催した「集い」には社会福祉協議会
のスタッフ４名が活動に参加した。 
毎回、看護師による足もみや爪切り、マ
ッサージなどの個別のケアに加えてそ
の他、医師や看護師による健康に暮らす
ために必要な情報を毎回３０分にまと
めて解説するコーナー、健康体操、老人
クラブ連合会によるゲームやボランティアによる似顔絵や手作りワークショップを行った。参加
者は希望のプログラムに参加しするとともに、知り合い同士の会話や昼食を楽しんでいる。東京大
学応援団、飯舘村太極拳サークルなどが参加して演舞を披露した日もあり、参加者に好評であっ
た。

2) 安心テレフォンの電話対象者は昨年は 30 名前後であったが、対象者名簿は 107 名の村人で。健
康・医療ケアスタッフ 4～5 名で個別に電話、LINE、手紙などで対応している。

3) 「健やかに暮らせるいいたての会」が住民中心に結成され、
当会のメンバーも数多く参加している。当会が昨年まで続け
ていた「までい花プロジェクト」ワークショップをこの「健
やかに暮らせるいいたての会」が飯舘村と川俣町の社会福祉
協議会と連携して住民交流会として 7 月 30 日に実施、避難
者、村民、児童合同で８５人以上が参加するワークショップ
が行われた。

III 被災地住民との交流事業 

１）図図倉庫の展示と運営体制
 第 12 期に続いて年間を通じて図図倉庫の展示制作を行ってき

ました。第 12 期に行った基本構想に基づき、13 期に具体的な
デザイン設計、展示品制作を完了しした。
デザイン制作については株式会社中野デザイン事務所にお願
いし、同デザイン事務所との連絡調整は矢野淳が担当した。

 図図倉庫の展示品制作費用について理事長が寄付を呼びか
け、図図倉庫の展示制作指定の寄付を第 13 期中に 4,280,000
円いただいた。

 図図倉庫の展示を維持していきながら、協力者を募り、村民の
理解をえるための組織として一般社団法人図図倉庫 net が
2023 年 12 月に設立され、田尾理事長が設立メンバーに参画し
た。一般社団法人図図倉庫 net の理事長には三瓶たつ子さんが
就任した。一般社団法人図図倉庫 net の協力依頼に対する寄

2024 年 7 月 30 日川俣・飯舘住民交流「まで
い花プロジェクト」（写真：飯舘村広報提供） 

図図倉庫に展示されたイラストカ
ーテン「環境世界を旅する」 

図図倉庫に設置されたラウンドテ
ーブル 

転倒防止に役立つ太極拳ゆったり体操 子供といっしょに 



付金を原資として、図図倉庫に設置、展示しているラウンドテーブルの制作設計を一般社団法
人コロガロウ佐藤健吾建築設計事務所に依頼して行った。 

２）印刷物などの製作
 野草班の協力を得て、12 枚組の絵葉書セット「いいたて野の花め

ぐり」を制作して関係方面や会員に配布した。
 図図倉庫展示について、科学的な知識を読み物として開設するた

め、詩と放射線発見の歴史とイラストを組み合わせた小冊子「環
境世界 Vol.１素粒子からみた環世界」を発行した。

３）アートその他のイベントの開催
 酒百宏一氏による「までい花プロジェクト」として 2023 年 9 月に

福島市の県立美術館で美術館と共催して「までい花プロジェクト」
ワークショップを開催した。2024 年 7 月「までい花プロジェク
ト」について村民組織の「健やかに暮らせるいいたての会」が主
催者となってワークショップを行い、ふくしま再生の会は協賛と
なって運営にかかわった。

 2023 年 12 月 3 日に古居みずえ監督のドキュメンタリー「ぼくたちは見
た―ガザ・サムニ家の子どもたち」の上映会を開催した。10 月にはじまっ
たイスラム組織ハマスとイスラエルとの戦闘の開始を受けて行ったもの
である。

Ⅳ 被災地住民等との交流を進めるための施設を所有維持管理する事業（農泊事業） 

 簡易宿所「風と土の家」の所有者としてふくしま再生の会が合同
会社虎捕の郷に「風と土の家」を貸与し、合同会社虎捕の郷が
「風と土の家」を運営して得た利益から賃借料を受け取り、火災
保険料や固定資産税に充てている。

 2023 年 11 月に合同会社 MARBLiNG が行った「めぐり歩きレ
ストラン光の鳥」で「風と土の家」はアーティストレジデンスと
して利用された。

 年間の宿泊者は698 名であった。虎捕の郷は菅野宗夫さんの圃場と菅野永徳さんの圃場の 2023
年産のコメを合計で 600 キロを販売した。

 
Ⅴ 情報の提供事業 

1）モニタリングチーム；

福島県立美術館で開催したワー
クショップ

風と土の家を視察するスウェーデ
ン視察団



 長泥行政区の車載走行空間線量測定
 長泥行政区村民による測定(2024/3)  (写真右)

 村外周辺の車載走行による空間線量測定
 飯舘村を出発し浪江町津島、葛尾村野行地区、田村

市都路、大熊町、双葉町、浪江町を回って帰路。
(2023/10)(図右下)

 定点線量測定
 村内 5 点(長泥・佐須風と上の家・滑事務所・

東北大学観測所 ・小宮)の測定を継続
 放射線測定機器の校正、保守
 定点線量測定用 GM 測定器 3 ヶ所 (小宮、東

北大観測所、風と上の家)の GM 線量計 GM 管
の定期交換を実施(2023/10)

 放 射 能 測 定 用 NaI ス ペ ク ト ロ メ ー タ
(EMF211) の メ ー カ ー に よ る 修 理 完 了
(2023/12)

２）サークルまでいの活動
 第 13 期事業報告(当期の定例活動回数 29 回、延参加人数 134 名）
 放射能測定については現地佐須の測定小屋 EMF211 での測定を原則とし、佐須測定小屋で処

理しにくい主に放射能の深度分布測定用土壌試料の調
製・測定を東大農アイソトープ農学教育研究施設と協働
して、NaI シンチレーションカウンターで行った。測定
データはデータベースに蓄積している。今期は里山再生
のための雑木林の土壌測定が中心。

 放射能測定データ数 NaI：210  Ge:０  EMF:115
 サークル室での活動がない週は Zoom ミーティングに

よる報告や意見交換等を実施。
 飯舘村 YOITOKO ツアー参加；第 5 回（2023/11/26 日）：３名、第 6 回 （2024/2/13） ；2 名

３）野草班の活動
 ９月～11 月キノコの放射能濃度の測定をし、また、コケについて、継続して測定している数

か所の名の分かっている数種のコケの放射能濃度の測定を継続し、更に、採取場所の条件に
よって放射能濃度に差が出るか比べることを試みた。



 飯舘村の花の写真の撮影を継続した。 「飯舘村の花めぐり」のパンフレット配布についで、「い
いたて野の花めぐり」の 12 枚組絵葉書セットの製作に写真を提供した。

4)『ふくしま再生短信』発行報告
 第９０号 2023 年 12 月 12 日発行『お米収穫 ；手刈り・はせ掛け・脱穀』試験栽培から 12 年

特集
 第９１号 2024 年 1 月 23 日発行 『水は生命 ：真野川上流と生きる』いのち試験栽培から 12 年

特集（続編）能登地震 災害と恵み
 第９２号 2024 年 1 月 30 日発行『快挙！大田原高校「飯舘村実地研修」受賞』 放射線教育

授業事例コンテスト受賞
 第９３号 2024 年 5 月 28 日発行『高齢化の世紀に世界へ発信』健やかに暮らせるいいたての

会設立。
 第９４号 2024 年 7 月 23 日発行『能登地震と原発』能登と日本列島を救ったリーダー 塚本

真如さんに聞く

（３） 第13期決算

部門別の予算計上額と実績 単位：円 
事業名 予算 実績 差引 

放射能汚染地域の産業再生事業 3,574,000 3,469,352 -104648
放射能汚染地域の生活再生事業 2,172,000 2,204,474 32,474 

被災地住民との交流事業 5,846,000 9,705,812 3,858,812 
施設建設と運営 3,387,000 3,424,343 37,343 
情報の提供事業 519,000 172,473 -346,527

事業費計 15,498,000 18,975,454 3,477,454 

2023 年９月タマゴタケの採取
（写真左） 
2023 年 10 月アミタケ 採取・ 
（写真右） 
撮影；あいの沢 



（単位：円）

1.受取会費
正会員会費 1,610,000
賛助会員会費 190,000 1,800,000

2.受取寄付金
一般寄付金 2,455,850
使途指定寄付金 4,380,000 6,835,850

3.受取助成金
地球環境基金 1,824,000
イオン財団 797,946
福島県相双振興局サポート事業 1,350,000
福島県文化振興課 3,291,000 7,262,946

5.その他収益
施設貸付収入 800,000
滑事務所運営カンパ 120,000
イベント参加費 33,900
雑収入 6,565
受取利息 64 960,529
経常収益計 16,859,325

ＩＩ　経常費用
1.事業費
（１） 人件費

給料手当 0
臨時雇用賃金 1,396,929
人件費計 1,396,929

（２） その他の経費
会議費
旅費交通費 2,242,040
業務委託費 6,652,074
印刷製本費 1,031,717
通信運搬費 386,546
諸謝金 1,057,300
什器備品費 92,487
消耗品費 162,771
資材費 964,085
租税公課 266,600
車両費 111,607
賃借料 1,179,100
修繕費
支払保険料 324,840
地代家賃 50,000
水道光熱費 32,732
事務用品費 12,552
減価償却費 2,823,481
減価償却引当金取崩 -2,823,481
雑費　事業 188,593
その他の経費計 14,755,044
事業費合計 16,151,973

２.管理費
（１） 人件費 0

臨時雇用賃金 227,700
法定福利費 4,351
人件費計 232,051

（２） その他の経費
会議費 65,083
印刷製本費 37,150
旅費交通費
通信運搬費 269,940
租税公課 970
水道光熱費
支払手数料 98,721
支払保険料 17,850
広報費
賃借料 170,000
事務用品費 30,000
雑費 19,250
その他の経費計 708,964
管理費計 941,015
経常費用計 17,092,988
経常増減額 -233,663
法人税額 72,000
当期正味財産増減額 -305,663

III　正味財産取引
準備金取崩額

2023年目的積立金取崩額 1,982,550
準備金積立額

特定目的積立金積立額 0
差引 1,676,887

前期繰越正味財産額 6,646,071
次期繰越正味財産額 8,322,958

＊本年度はその他の事業は実施しておりません。

Ｉ　　経常収益

特定非営利活動法人ふくしま再生の会
第13期　活動計算書

2023年8月1日～2024年7月31日

科目 金額



特定非営利活動法人ふくしま再生の会　第13期

（単位：円）
科目 金額 科目 金額

Ｉ　資産の部 ＩＩ　負債の部
1流動資産 8,631,438 1.流動負債 327,926
現金･預金 8,604,220 未払金・未払費用 255,926
立替金 27,218 前受金
前払費用 0 未払法人税等 72,000
未収還付消費税額 0 負債合計 327,926
未収入金 0
2固定資産 42,576,764 2023年使途指定積立金 0
（１）有形固定資産 42,557,324 風と土の家償却準備金 27,133,356
建物 47,165,062 学び舎irori償却準備金 15,423,962
建物付属設備 10,189,601 次期繰越正財産 8,322,958
構築物 1,587,600 （内当期正味財産増減額） -1,676,887
車両運搬具 2,201,960
器具備品 5,694,753 正味財産合計 50,880,276
減価償却累計額 -24,281,652
（２）無形固定資産 19,440
差入保証金 19,440
ソフトウェア 0
資産合計 51,208,202 負債及び正味財産合計 51,208,202

貸借対照表
2024年7月31日



Ｉ　資産の部
1．流動資産

現金預金
現金 0

当座預金 郵便振替口座 61,681
普通預金 郵貯銀行　東京口 331,928

郵貯銀行　福島口 0
三井住友銀行（会費・寄付受付口） 2,719,740
三井住友銀行（助成金等受付口） 5,433,120
三井住友銀行（助成金決済） 220
東邦銀行 10,081
ふくしま未来農業協同組合 47,450

立替金 MARBLIG 27,218
流動資産合計 8,631,438

２．固定資産
建物 風と土の家 21,331,600

学び舎ｉｒｏｒｉ 13,501,686
測定施設（佐須） 1

建物付属設備 風と土の家 4,777,611
学び舎ｉｒｏｒｉ 1,934,866

構築物 風と土の家　井戸 1,011,555
滑　ハウス倉庫 0

車両運搬具 軽トラック 1
トヨタサーブ 1
測定車　2台 0

器具備品
シンチレーションサーベイメーター帳簿価格 1
ビッグパッド 1
飯舘事務所エアコン 1
レーザー加工機 0
ホンダ耕運機FBEJ-1100556 0
ハンマーナイフモア 0
140億年展示幕 0

差入保証金 JRバス東日本駐車場保証金 19,440
固定資産合計 42,576,764

資産合計 51,208,202
ＩＩ　負債の部
1.流動負債

未払金 三井住友クレジット 67,397
会員等立替経費 10,645
妖精の郷 162,184
未払車両税 15,700

未払法人税等 法人税・法人地方税 72,000
流動負債合計 327,926

負債合計 327,926
正味財産 50,880,276

特定非営利活動法人ふくしま再生の会第１３期

科目 金額

財産目録
2024年7月31日

（単位：円）



重要な会計方針

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１7年12月12日最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

事業別損益の状況
事業別損益の状況は以下のとおりです。 単位：円

科目 産業再生 生活再生 交流 施設運営 情報提供 事業部門計 管理部門 合計
Ｉ　経常収益

会費収入
330,000 300,000 120,000 0 80,000

830,000
970,000

1,800,000

寄付金収入
580,000 580,000 4,960,000 0 715,850 6,835,850 6,835,850

受取助成金等 2,621,946 1,350,000 3,291,000 0 7,262,946 0 7,262,946
事務所利用負担額 120,000 120,000 120,000
施設運営貸付収入 800,000 800,000 800,000

その他の収入
6,565 29,300 4,600

40,465 64 40,529

経常収益計 3,658,511 2,259,300 8,375,600 800,000 795,850 15,889,261 970,064 16,859,325
ＩＩ　経常費用

（１）人件費
臨時雇用賃金　 303,329 135,800 957,800 1,396,929 227,700 1,624,629
法定福利費 0 4,351 4,351
人件費計 303,329 135,800 957,800 0 0 1,396,929 232,051 1,628,980
（2）その他の経費
会議費　 0 0 0 0 0 0 65,083 65,083
旅費交通費　 1,079,306 1,020,365 142,369 2,242,040 2,242,040
業務委託費　　 265,074 0 6,347,000 40,000 6,652,074 6,652,074
印刷製本費　 7,330 73,020 951,367 0 0 1,031,717 37,150 1,068,867

通信運搬費　
142,592 34,162 61,240 113,032 35,520 386,546 269,940

656,486

諸謝金 220,000 688,200 149,100 0 0 1,057,300 0 1,057,300
什器備品費 87,239 3,498 1,750 0 92,487 0 92,487
消耗品費 68,105 26,896 67,770 0 0 162,771 0 162,771
資材費 790,829 0 173,256 0 0 964,085 964,085
租税公課　 31,100 0 4,000 227,500 4,000 266,600 970 267,570
車両費　 90,754 0 12,100 8,753 111,607 111,607

賃借料 288,800 38,990 801,310 50,000 1,179,100 170,000 1,349,100

修繕費　 0 0 0 0 0
支払手数料 0 0 98,721 98,721

支払保険料
47,860 0 34,200 208,580 34,200

324,840
17,850

342,690

地代家賃 0 50,000 50,000 50,000
事務用品費　 11,202 1,350 12,552 30,000 42,552
水道光熱費 32,732 32,732 32,732
新聞図書費
広報費 0 0 0 0 0
減価償却費 2,823,481 2,823,481 2,823,481
雑費　事業 3,100 182,193 3,300 188,593 19,250 207,843
その他の経費計 3,166,023 2,068,674 8,747,012 3,424,343 172,473 17,578,525 708,964 18,287,489
経常経費計 3,469,352 2,204,474 9,704,812 3,424,343 172,473 18,975,454 941,015 19,916,469
当期経常増減額 189,159 54,826 -1,329,212 -2,624,343 623,377 -3,086,193 29,049 -3,057,144
基金取り崩し額 0 0
減価償却引当金取崩額 2,823,481 2,823,481 2,823,481
前期繰越正味財産取り崩し額 133,565 1,848,985 1,982,550 1,982,550
２０２3年寄付積立額 0 0

0 0
差引 322,724 54,826 519,773 199,138 623,377 1,719,838 29,049 1,748,887

法人税等 72,000
当期正味財産増減額

単位：円
予算 実績 差引

3,574,000 3,469,352 104,648
2,172,000 2,204,474 -32,474
5,846,000 9,704,812 -3,858,812
3,387,000 3,424,343 -37,343
519,000 172,473 346,527

15,498,000 18,975,454 -3,477,454

（１）有形固定資産は、法人税法の規定に基づく定率法で償却します。
ただし租税特別措置法67条の５に規定する少額減価償却資産に該当する物件については当期に取得した全額を当期に償却してお

部門別の予算計上額と実績
事業名

放射能汚染地域の産業再生事業

財務諸表の注記

放射能汚染地域の生活再生事業
被災地住民との交流事業

情報の提供事業
事業費計

施設建設と運営



使途等が制約された正味財産の内訳 単位：円
内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

第12期使途指定寄付金積立金 1,982,550 0 1,982,550 0
第13期使途指定寄付積立金 0 0 0 0

固定資産の増減内訳 単位：円

科目 当期取得 減少 期末償却累計額

建物 0 2,040,762 10,291,013
建物付属設備 0 714,139 2,762,985

構築物 0 68,580 507,465
車両運搬具 0 0 2,201,958
器具・備品 0 0 5,694,750
ソフトウェア 0 0 874,800

45,380,805 合計 42,557,324 22,332,971

当期に購入した１０万円以上の固定資産はありません。 単位：円

会費の計上

第13期において定款の会費未納規程による退会会員は7名です。

寄付金の状況

170名の方から184回の寄付金の振込がありました。

受取助成金の計上

当期に受け入れた交付金・助成金は以下の通りです。

単位：円
受入金額
1,824,000

福島県文化振興課 3,291,000
イオン財団 797,946
福島県相双振興局 1,350,000

7,262,946

役員およびその近親者との取引の内容 単位：円

科目

寄付金収入
賃借料支出

業務委託費の支払について

期末の未払金のうち10万円以上のものは株式会社妖精の郷に対する山菜の苗代162,184円です。

会費については、原則として年度末までに入金のあったものを計上しております。

第10期までの会費につき第10期第11期第12期まで会費の納入が無かった方については定款の規程により退会の取り扱いを
しております。

計算書類に計上された金額 内役員及び近親者との取引

受入先
地球環境基金

36,874,049
7,426,616 6,712,477

期末帳簿価額期首帳簿価額

業務委託費6,347,000円のうち1,200,000円は図図倉庫展示総合デザイン、5,147,000円は展示イラスト及び展示品の
サイン制作にかかるものです。

34,833,287

1,080,135 1,011,555

3 3
2

0 0

2

合計

1,179,100 440,000円

合計

6,835,850 9名　1,413,000円





スマート農業の試験研究
実施日 活動名 活動場所 参加者 スタッフ 活動内容

2023年 
月 日 

8 

5-6 環境再生型農
業の実践 

佐須/飯樋/深
谷 

4 1 調査圃場整備と IoT農業機器の設置など 

7-9 復興知ツアー 佐須/深谷/松
塚/小宮 

25 5 駒場生の復興知ツアー 

10-
11 

環境再生型農
業の実践 

佐須 4 2 メタン発酵槽実験

26-
27 

環境再生型農
業の実践 

松塚 1 1 土壌博物館に排水ポンプを設置 

9 

2-3 デジタル田園
農村づくり 

松塚 1 1 長距離 Wi-Fi アンテナの設置 

21-
22 

若者交流会 佐須/深谷 12 1 大学生と将来世代の交流会 

22-
23 

環境再生型農
業の実践 

佐須/松塚 12 2 メタン発酵槽実験

10 

7-8 環境再生型農
業の実践 

佐須 3 2 メタン発酵槽実験実習、農業ハウス内の生育
環境モニタリング

14-
15 

環境再生型農業の
実践 

佐須/深谷/小
宮 

30 3 SSH大田原高校現地研修 

28-
29 

大学生の現地見学
会支援 

佐須/深谷/松
塚/小宮 

5 1 村内フィールドワーク・スマート農業実験場見学、
インタビュー調査 

11 

11-
12 

環境再生型農業の
実践 

佐須/小宮 2 1 スイセンに関する実験

18-
19 

環境再生型農
業の実践 

佐須/小宮 2 1 ブドウ畑の管理作業およびスイセンに関する
実験 

25-
26 

環境再生型農
業の実践 

佐須/小宮/松
塚 

3 1 花ハウスの土壌調査、韓国の先生を村内案内 

12 
2-3 留学生の現地見学

会支援 
佐須/小宮/松
塚/飯樋 

5 1 村内フィールドワーク・スマート農業実験場
見学会・インタビュー調査 

9-10 環境再生型農
業の実践 

佐須/松塚 8 1 モニタリング機器のメンテナンス作業、村内
ツアーなど

2024年 

1 
12-
13 

デジタル田園
農村づくり 

佐須/松塚/深
谷 

1 1 リモートカメラやパネル整備

21-
22 

環境再生型農
業の実践 

佐須/小宮 1 1 モニタリング機器のメンテナンス作業

2 23-
24 

デジタル田園
農村づくり 

佐須/松塚/関
根/小宮 

1 1 モニタリング機器のメンテナンス作業

3 
23-
24 

環境再生型農
業の実践 

松塚 1 1 モニタリング機器のメンテナンス作業

30-
31 

デジタル田園
農村づくり 

佐須/松塚 1 1 starlink 衛星インターネットの接続実験 

4 

6-7 環境再生型農
業の実践 

飯樋 6 1 ホップ栽培実験

13-
14 

環境再生型農
業の実践／デ
ジタル田園農
村づくり 

飯樋 3 1 WiFi カメラの拡張実験、ホップ栽培実験 

27-
29 

環境再生型農
業の実践／デ
ジタル田園農
村づくり 

飯樋 5 1 WiFi カメラの拡張実験、ホップ栽培実験 



5 

11-
12 

デジタル田園
農村づくり 

関根/佐須/小
宮/飯樋 

1 1 フィールドWiFi拡張実験 

18-
19 

環境再生型農
業の実践 

関根/佐須/小
宮/飯樋 

4 2 新教員の村内見学とホップ栽培実験 

22 米国大学生の現地
研修支援 

佐須/小宮/深
谷 

20 1 米国学生の田植え体験支援 

25-
26 

デジタル田園
農村づくり 

深谷 1 1 フィールドWiFi拡張実験 

30-
31 

デジタル田園
農村づくり 

深谷 1 1 フィールドWiFi拡張実験 

6 9-10 デジタル田園
農村づくり 

深谷 1 1 フィールドWiFi拡張実験 

14-
16 

デジタル田園
農村づくり 

深谷 1 1 フィールドWiFi拡張実験 

22-
24 

デジタル田園
農村づくり 

深谷 1 1 フィールドWiFi拡張実験 

29-
30 

デジタル田園
農村づくり 

深谷 1 1 フィールドWiFi拡張実験 

7 

6-8 留学生の現地見学
会支援 

佐須/小宮/松
塚/飯樋 

20 3 村内フィールドワーク・ブドウ畑・インタビ
ュー調査 

12-
14 

環境再生型農
業の実践／デ
ジタル田園農
村づくり 

深谷 ６ 1 フィールドWiFi拡張実験、ホップ栽培実験 

計 193 46 

ワイン用ブドウ栽培／里山再生
実施日 活動名 活動場所 参加者 スタッフ 活動内容
2023年 

月 日 （ブドウ畑には滑・中屋敷１・中屋敷２の三
畑があり、三畑共通の場合は三畑と記載） 

8 

4~7 
ワイン用ブド
ウ栽培/里山
再生

佐須・ 
山形南陽町 0 2 

中屋敷１畑 電気柵設置、中屋敷１畑・滑畑
芽掻き誘引摘心、中屋敷１畑 マルチ撤去、
三畑 ブドウ生育状況写真、滑畑・中屋敷 2
畑 電気柵通電、クヌギ支柱棒設置 

19~21 里山再生 佐須 3 2 風と土の家で星空観望会 
21~23 ワイン用ブド

ウ栽培 佐須 0 3 滑畑・中屋敷 2畑 芽掻き誘引摘心、三畑 農
薬散布(ボルドー66D＋アビオン E) 

27~29 
里山再生/ワ
イン用ブドウ
栽培 

佐須 0 1 
中屋敷１畑 芽掻き(中屋敷１畑)、中屋敷 2
畑 スズメバチトラップ設置、クリ農薬散布
(エルサン乳剤+ベンレート)、下草刈り用の
支持棒作成打ち合わせ

9 

2~4 ワイン用ブド
ウ栽培 佐須 0 1 三畑 農薬 (ダントツ)散布・草刈り・糖度調

査、中屋敷１畑 マルチ後片付け 
9~11 ワイン用ブド

ウ栽培 佐須 0 5 三畑 ブドウ収穫(赤)・糖度測定・結果枝本数
の記録・写真撮影 

16~18 里山再生 佐須 7 2 風と土の家で星空観望会 
15~19 ワイン用ブド

ウ栽培 佐須 0 3 三畑 ブドウ収穫(白)・糖度測定・写真撮影、
中屋敷１畑 電気柵設置 

24~25 ワイン用ブドウ栽
培/里山再生 佐須 0 1 三畑 ブドウ糖度測定・獣害対策、放射能測

定用クヌギ枝葉採取、クヌギ誘引 
30~2 ワイン用ブドウ

栽培/里山再生 佐須 0 5 三畑 ブドウ収穫(赤)・糖度測定、中屋敷 2
畑 マルチ設置、稲刈り・稲架掛け 

10 

10~11 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 1 三畑 ブドウ糖度測定(甲州)、滑畑 耕耘、ク

ヌギ支柱設置と誘引
14~15 ワイン用ブドウ

栽培/里山再生 佐須 35 3 大田原高校飯舘村実地研修、滑畑土の搬出、
三畑 堆肥施肥・牡蠣殻散布 

14~16 里山再生 佐須 18 2 風と土の家で星空観望会 



20~21 里山再生 佐須 0 1 ブルーベリー植樹場所の検討・クヌギ誘引・
雑木林 II 土壌採取 

31~1 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 2 三畑 ブドウ糖度測定・甲州収穫・草刈機掃

除・土作り・番線張り直し、お米脱穀 

11 
7~8 

ワイン用ブド
ウ栽培/里山
再生

佐須 0 1 
佐須老人クラブ会議に参加、牛糞と稲藁の混
ぜ合せ、滑畑 畝間に堆肥と牡蠣殻の施肥、
再生 1号車検預け 

18~20 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 3 滑畑 土盛り・堆肥施肥、小宮草刈り、ハウ

ス型倉庫の棚卸し

12 

2~4 佐須 13 2 ブルベリー植樹、滑畑 畝間に堆肥と牡蠣殻
を施肥 

9~10 里山再生 佐須 0 1 ブルべりー植樹・ピートモス追肥施肥

15~17 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 2 

炭焼き、滑畑 畝間に堆肥と牡蠣殻を施肥、
三畑 ブドウ今年定植苗の冬支度、佐須里山
林の土壌採取 

2024 年

1 
13~14 里山再生 佐須 0 1 

佐須里山林 (2024年度椎茸栽培候補地) 樹木
伐採・土壌採取、伐採樹木(ナラ)放射能測
定、空間線量測定 

28~30 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 2 滑畑 畝間に堆肥と牡蠣殻を施肥、伐採樹木

と炭の放射能測定、簡易炭焼き窯整備 

2 

3~5 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 1 滑畑 畝間に堆肥と牡蠣殻を施肥、伐採樹木

と炭の放射能測定 
10~12 ワイン用ブドウ

栽培/里山再生 佐須 0 2 中屋敷 2畑 剪定、炭焼き 

25~27 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 3 三畑 剪定研修会(佐藤守インストラクター参

加)、ツツジ花壇の歩道作り 

3 

2~4 里山再生 佐須・福島大学 4 2 福大農林サークルとの話し合い・里山雑木林
の調査 

10~11 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 1 三畑 ブドウ剪定、榾木設置場所の視察 

15~17 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 1 2024 年度山菜・キノコ栽培地と植樹地調

査、三畑 農薬散布(デランフロアブル) 

24~26 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 2 2024 年度山菜・キノコ栽培地と植樹地調

査、滑畑に散布する炭の粉砕、三畑 剪定 

30~31 ワイン用ブド
ウ栽培 佐須 0 1 三畑 農薬散布(石灰硫黄合剤)・剪定、滑畑に

散布する炭の粉砕 

4 

5~7 ワイン用ブド
ウ栽培 佐須 0 4 ブドウ苗木の引取りと三畑に定植 

13~15 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 3 4 三畑 農薬散布(べフラン 25)、滑畑 炭の鋤込

み、ツツジ花壇周り歩道作り、佐須里山林間伐 

19~21 里山再生 佐須 2 1 
クリ肥料 (高度化成) 施肥、三畑 電気柵補修
と電池交換、福島大学との協働企画 (フィー
ルドトリップ) 下見

28 ワイ用ブドウ
栽培 佐須 0 1 

滑畑 霜ガード (遅霜対策) 散布、電気柵増強
策打合せ、佐須里山林 伐採樹木の輪切りサ
ンプル乾燥

5 

2 ワイ用ブドウ
栽培 佐須 0 1 滑畑 霜ガード (遅霜対策) 散布 

10~13 ワイ用ブドウ
栽培 佐須 0 3 三畑 芽掻き・コウモリ蛾対策のガットサイ

ド塗布 

18~20 ワイ用ブドウ
栽培 佐須 5 4 

三畑 農薬散布 (キノンドール)、中屋敷 2・
中屋敷１畑 芽かき、福島大学農林サークル
フィールドトリップ

24~25 ワイ用ブドウ
栽培 佐須 0 1 滑畑 芽かき 

6 
1~5 里山再生 佐須 1 1 

山菜キノコ栽培の打合せ、クリ農薬 (サイア
ノックス) 散布、スズメバチトラップ設置、
ツツジ支柱棒替え

11~12 ワイ用ブドウ
栽培 佐須 0 1 中屋敷１・中屋敷 2畑 芽かき誘引・草刈

り、滑畑 電池交換、シルバー人材面談 



15~17 里山再生 佐須 0 3 山菜栽培地 (雑木林 III) の整備・空間・地表
面放射線量の測定、クヌギ支柱棒取替 

21~24 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 1 

滑畑 芽かき誘引、佐須雑木林 III 山菜栽培
地の除染、三畑 農薬散布 (ボルドー66＋ア
ビオン E＋サイアノックス) 

29~3 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 1 2 

佐須雑木林 III・中屋敷１雑木林で山菜植え付
け、滑・中屋敷１・中屋敷 2畑芽かき誘引、
ブドウ畑の農薬散布 (ボルドー66＋アビオン
E＋モスピラン) 

7 

6~8 ワイ用ブドウ
栽培 佐須 19 3 

三畑 摘房研修会・結果枝＆房付結果枝の本
数調査、農作業交流；山口大学国際総合科学
部、東京大学大学院農学生命科学研究科農学
国際専攻 

13~15 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須・霊山 0 1 三畑 摘房・芽かき・誘引・摘心、高野さん

訪問（ツツジ花壇の雑草刈り依頼） 

19~22 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 0 1 三畑 摘房、芽かき・誘引・摘心、山菜育ち

具合調査 

26~29 ワイン用ブドウ
栽培/里山再生 佐須 2 3 

中屋敷 2畑 摘房、芽かき・誘引・摘心、三
畑 草刈り、中屋敷１杉林で除染作業・シイ
タケ・ナメコの榾木設置

参加者合計 113 94 一人が 2泊 3日で参加された場合も参加者数は 1 とカ
ウント）

健康医療ケアの活動 

実施日 活動名 活動場所 参加者 スタッフ 活動内容 
2023年 

8 

3 定例打合せ zoom チームメンバー 8 月開催のフットケア（佐須）と健康いちば
んの打ち合わせ 

5-6 フットケア/健
康のつどい

風と土の家/
ふれ愛館 22 51 心身の健康に関する講話と足湯・足もみ等の

個別ケア 
17 定例打合せ zoom チームメンバー 9月集いの送迎の手配と 10月のプログラム検

討 

安心テレフォン 電話/LINE/手紙 56 4 
安心テレフォンで村民の皆さんの安否確認及
び、必要があれば、村の医師・看護師さんた
ちと情報共有をする 

9 

2-3 フットケア/健
康のつどい

風と土の家/
ふれ愛館 31 36 心身の健康に関する講話と足湯・足もみ等の

個別ケア 

7 定例打合せ zoom チームメンバー 
9 月開催のフットケア（佐須）と健康いちば
んの報告と 10月集いのプログラムとチラシの
検討 

21 定例打合せ zoom チームメンバー 10月集いの送迎の手配と11月のプログラム検討 

安心テレフォン 電話/LINE/手紙 50 4 
安心テレフォンで村民の皆さんの安否確認及
び、必要があれば、村の医師・看護師さんた
ちと情報共有をする 

10  

8-9 フットケア/健
康のつどい

風と土の家/
ふれ愛館 31 36 心身の健康に関する講話と足湯・足もみ等の

個別ケア 

19 定例打合せ zoom チームメンバー 
10 月開催のフットケア（佐須）と健康いち
ばんの報告と 11 月集いのプログラムとチラ
シの検討

安心テレフォン 電話/LINE/手紙 58 4 
安心テレフォンで村民の皆さんの安否確認及
び、必要があれば、村の医師・看護師さんた
ちと情報共有をする 

11 
2 定例打合せ zoom チームメンバー 11 月集いの送迎の手配 

4-5 フットケア/健
康のつどい

風と土の家/
ふれ愛館 39 44 心身の健康に関する講話と足湯・足もみ等の

個別ケア 



11 16 定例打合せ zoom チームメンバー 今年度最後のフットケア（佐須）と健康いち
ばんの報告と反省会 

12 7 定例打合せ zoom チームメンバー 2024 年 4 月からの「健康いちばん！」の
集いの進め方について意見交換 

２０２4 年 

1 

11 
「健やかに暮
らせる飯舘の
会」設立に向
けての打合せ 

zoom チームメンバー 「健やかに暮らせる飯舘の会」設立と 4 月か
らの健康いちばんの集いとの連携に向けて 

25 
「健やかに暮
らせる飯舘の
会」設立に向
けての打合せ 

zoom チームメンバー 「健やかに暮らせる飯舘の会」設立と 5 月か
らの健康いちばんの集いとの連携に向けて 

2 22 
「健やかに暮
らせる飯舘の
会」設立に向
けての打合せ 

zoom チームメンバー 「健やかに暮らせる飯舘の会」設立と 6 月か
らの健康いちばんの集いとの連携に向けて 

3  

7 
「健やかに暮
らせる飯舘の
会」設立に向
けての打合せ 

zoom チームメンバー 「健やかに暮らせる飯舘の会」設立と 7 月か
らの健康いちばんの集いとの連携に向けて 

20 
「健やかに暮
らせる飯舘の
会」設立に向
けての打合せ 

zoom チームメンバー 「健やかに暮らせる飯舘の会」設立と 8 月か
らの健康いちばんの集いとの連携に向けて 

22 
「健やかに暮
らせる飯舘の
会」開催 

いちばん館 チームメンバー 健やかに暮らせるいいたての会設立総会に参
加 

安心テレフォン 電話/LINE/手紙 48 4 
安心テレフォンで村民の皆さんの安否確認及
び、必要があれば、村の医師・看護師さんた
ちと情報共有をする 

4 

4 定例打合せ zoom チームメンバー ４月開催のフットケア（佐須）と健康いちば
んの打ち合わせ 

13-
14 

フットケア/健
康のつどい

風と土の家/
ふれ愛館 31 36 心身の健康に関する講話と足湯・足もみ等の

個別ケア 
22 定例打合せ zoom チームメンバー ５月集いの要送迎者の確認作業と当日の役割 

安心テレフォン 電話/LINE/手紙 58 4 
安心テレフォンで村民の皆さんの安否確認及
び、必要があれば、村の医師・看護師さんた
ちと情報共有をする 

5  

2 定例打合せ zoom チームメンバー ５月集いの送迎担当者の手配 
11-
12 

フットケア/健
康のつどい

風と土の家/
いちばん館 37 27 心身の健康に関する講話と足湯・足もみ等の

個別ケア 
23 定例打合せ zoom チームメンバー ６月集いの要送迎者の確認作業と当日の役割 

安心テレフォン 電話/LINE/手紙 67 4 
安心テレフォンで村民の皆さんの安否確認及
び、必要があれば、村の医師・看護師さんた
ちと情報共有をする 

6  

1-2 フットケア/健
康のつどい

風と土の家/
ふれ愛館 36 30 心身の健康に関する講話と足湯・足もみ等の

個別ケア 

6 定例打合せ zoom チームメンバー 
6 月開催のフットケア（佐須）と健康いちば
んの報告と 7月集いのプログラムとチラシの検
討 

27 定例打合せ zoom チームメンバー 7 月集いの送迎担当者の手配 

安心テレフォン 電話/LINE/手紙 61 4 
安心テレフォンで村民の皆さんの安否確認及
び、必要があれば、村の医師・看護師さんた
ちと情報共有をする 



7  

7-8 フットケア/健
康のつどい

風と土の家/
いちばん館 27 28 心身の健康に関する講話と足湯・足もみ等の

個別ケア 

18 定例打合せ zoom チームメンバー 
７月開催のフットケア（佐須）と健康いちば
んの報告と 8 月集いのプログラムとチラシの
検討 

安心テレフォン 電話/LINE/手紙 64 4 
安心テレフォンで村民の皆さんの安否確認及
び、必要があれば、村の医師・看護師さんた
ちと情報共有をする 

合計 685 284 

地域との交流事業（アートプロジェクト／図図倉庫／訪問者受入れ） 
実施日 活動名 活動場所 参加者 スタッフ 活動内容

2023 年
月 日
8 8 霧箱改良 図図倉庫 2 展示用霧箱 改修 修理

19-
20 

外国人視察受
け入れ 佐須 3 3 図図倉庫霧箱解説 村内案内 

22 展示デザイン ZOOM 4 展示デザイン打合せ
27-28 星空観察会 佐須 3 3 星空観察会 開催

9 

8 展示デザイン Z00m 4 図図倉庫展示デザイン デザイナー打合せ
15 までい花プロジェクト 図図倉庫 15 3 までい花ワークショップ

16 までい花プロジェクト 県立美術館 16 4 福島県立美術館と共催でワークショップ実施
16-17 星空観察会 佐須 5 ４ 星空観察会 開催
15-
30 花の大扉製作 図図倉庫 25 3 合同会社 MARBLiNGと連携してレジンを使っ

た植物の大扉製作 

10 

1-31 アーティストイン
レジデンス 

佐須／ 
図図倉庫 10 1 図図倉庫イベントのため、風と土の家にアー

ティストが滞在
11-14 外国人視察受け入れ 深谷・佐須 2 3 図図倉庫霧箱解説 村内案内
14 までい花プロジェクト 図図倉庫 10 3 までい花ワークショップ
14 図図倉庫・霧箱 深谷 30 4 霧箱を使った放射線・放射能解説(大田原高校)

14-15 星空観察会 佐須 16 ４ 星空観察会 開催 （大田原高校）
16-30 図図倉庫展示工事 図図倉庫 0 20 ころがろう佐藤健吾事務所による展示内装工事
18-25 までい花・野草 草野 - 1 飯舘の野草の写真、村文化祭に村文化財保存

委員会に協力して出品 
26-27 来訪者受入れ 全村 8 3 プラチナギルド村内案内

11 
7-30 アーティストイン

レジデンス 
佐須／ 
図図倉庫 10 3 

MARBLiNG 主催［めぐり歩きレストラン］参
加アーティストを風と土の家に受入れ 
展示物を［めぐり歩きレストラン］の舞台装
置として提供 

18 来訪者受入れ 飯舘村 18 2 スウェーデン視察団
12 1-20 図図倉庫展示工事 図図倉庫 3 図図倉庫展示スペース内装・北側の壁工事
2024 年
1 12-31 図図倉庫展示工事 図図倉庫 0 3 図図倉庫展示スペース内装・北側の壁工事

2 1-29 図図倉庫展示工事 図図倉庫 0 3 図図倉庫展示スペース内装・北側の壁工事
1-29 環境世界 佐須 6 パンフレット環境世界 Vol1製作編集

3 

1-30 環境世界 佐須 6 パンフレット環境世界 Vol1製作編集
1-31 図図倉庫工事 図図倉庫 3 ラウンドテーブル模型製作
10-25 絵葉書製作 佐須 3 「いいたて野の花めぐり」絵葉書製作
14 までい花打合せ 川俣社協 6 までい花プロジェクトの実施について川俣社

協との打ち合わせ 
27 図図倉庫 ZOOM 6 展示カーテンデザインについて打ち合わせ
31 絵葉書 佐須 1 絵葉書発送
27 図図倉庫 ZOOM 6 展示カーテンデザインについて打ち合わせ

4 １－
３0 図図倉庫工事 図図倉庫 3 ラウンドテーブル模型製作

図図倉庫展示スペース内装



1-25 環境世界 佐須 5 パンフレット環境世界 Vol1印刷原稿製作
5 1-

31 図図倉庫工事 図図倉庫 3 ラウンドテーブル模型製作
図図倉庫展示スペース内装

17 までい花打合せ ふれ愛館 15 までい花プロジェクト 川俣・飯舘社協打合
せ 

19-
21 

外国人訪問受け入
れ 飯舘村 5 3 東京大学総合文化研究所 

6 1-
30 図図倉庫工事 図図倉庫 3 ラウンドテーブル模型製作

図図倉庫展示スペース内装
7 

1-31 図図倉庫工事 図図倉庫 3 
ラウンドテーブル模型製作
図図倉庫展示スペース内装
140億年カーテン展示取付

合計 176 155 

モニタリング

実施日 活動名 場所 参加
者 活動内容 

2023 年 8 月
－2024 年 7
月 

モニタリング
飯舘村内 5 か所（長
泥、風と土の家、滑
事務所、 東北大観
測所、小宮） 

 
線量率定点測定と記録(通年） 

2023 年 
月 日 

9-10 モニタリング 佐須里山林 2 クヌギ植樹地の除染エリア、未除染エリアの
クヌギの枝及び葉の放射能濃度測定比較 

10  

15 放射線理解支
援 佐須 30 大田原高校実地研修（放射能の測定学習） 

18-
19 モニタリング 飯舘村内外周辺 2 浪江町、葛尾村、田村市、大熊町、双葉

町などを 5 インチ NaI 走行空間線量測定 

28 モニタリング
飯舘村内 3 か所（風
と土の家、東北大観
測所、小宮） 

1 定点測定用 GM 線量計の定期交換実施 

12 モニタリング 佐須 1 放射能測定用 NaI スペクトロメータ
(EMF211)修理完了 

2024 年 
1 14 モニタリング 佐須 1 ドラム缶式炭焼き窯用原木の放射能濃度測定 
1-3 モニタリング 佐須 1 土釜炭焼き窯で作った木炭の放射能濃度測定 

3-4 モニタリング 佐須 2 ドラム缶式炭焼き窯で作った木炭の放射
能濃度測定 

3 8 モニタリング 長泥 3 長泥行政区 5 インチ NaI 定期走行空間線
量測定 

合計 43 

サークルまでいの活動

実施日 活動名 場所 人数 活動内容 時間 

２０２３年 
月 日

8 1 放射能測定 東大サークル室 2 乾燥重量測定 
永徳雑木林土壌№28359~№28390 1 

15 ミーティング Ｚｏｏｍ 6 活動連絡会議報告他、 2 



29 学生村塾打
合せ 東大サークル室 8 学生村塾のサークル室使用について話

合い、鍵の管理等 3 

９ 

5 ミーティング Zoom 4 第 12期さーくるまでい活動報告(案)に
ついて他 2 

12 ミーティング Zoom 3 活動連絡会議報告、村塾学生取り決め
報告、他 2 

26 ミーティング Zoom 7 

活動連絡会議報告 
「ふくしま原発事故の農業への影響
IV」（Agricultural Implications of the 
Fukushima Nuclear Accident IV 
After10years)の紹介 他 

2 

１０ 
10 ミーティング zoom 8 活動連絡会議、現地活動報告 

12回定期総会(10/22)について、他 2 

31 放射能測定 東大サークル室 4 里山雑木林土壌 II 8:佐須 
№28391-28438 2.5 

１１ 
8 乾燥重量測

定 東大サークル室 2 土壌乾燥重量測定№28391-№28438 1.5 

14 放射能測定 東大サークル室 8 佐須米放射能測定、試食、 3.5 
26 飯舘村役場主催 飯館村長泥地区含 3 第５回飯舘YOITOKO発見！ツアー参加 8 

１２ 5 ミーティング Zoom 6 活動連絡会議報告、他 2 
19 放射能測定 東大サークル室 5 宅急便遅れた為、作業が中止になった 2.5 

２０２４年 

１ 

9 放射能測定 東大サークル室 7 
里山土壌放射能測定依頼 
№28439-№28478、 
１８時から新年会開催 

4.5 

16 放射能測定 東大サークル室 2 測定済みサンプル受領、乾燥 
№28439-№28478、 2 

23 放射能測定 東大サークル室 5 
乾燥済みサンプル重量測定、 
№28439-№28478、 
里山林ナラ土場放射能測定依頼 
№28479-№28510 

3 

30 放射能測定 東大サークル室 3 測定済み土壌サンプル受領 
乾燥掛け №28479-№28510 1.5 

２ 6 放射能測定 東大サークル室 2 乾燥済サンプル重量測定 
№28479-№28510 1 

３ 12 ミーティング Zoom 8 
活動連絡会議報告 
図図倉庫展示について 
YOITOKOツアー(佐須地区)参加報告),他 

1.5 

26 ミーティング Zoom 5 活動連絡会議、現地活動報告、他 1 

４ 

9 ミーティング Ｚｏｏｍ 3 活動連絡会議報告、他 2 

23 放射能測定 東大サークル室 8 
佐須永徳さん宅杉林でキノコ栽培のた
め、土壌の放射能濃度を測定、 土壌
16cm÷2×6本、48バイアル、測定依
頼（No.28511-No.28558） 

2.5 

30 放射能測定 東大サークル室 1 測定済みサンプル受領、乾燥掛 
№28511-№28558、 1 

５ 
7 放射能測定 東大サークル室 2 乾燥重量測定（No.28511-No.28558） 1 

21 ミーティング Zoom 5 
ブドウ栽培状況報告、５３０本植樹、草
取り、防虫剤塗る、昨年度収穫ワイン(赤
１００本、白 20本、後日試飲を行う 

1 

６ 4 放射能測定 東大サークル室 7 
雑木林 III土壌 6 本受領、羊羹切り、バ
イアル詰（№28559-№28600）42 本、
測定依頼

3 



11 放射能測定 東大サークル室 2 測定済みサンプル受領、乾燥掛け 
（№28559-№28600）42 本 1.5 

18 放射能測定、
ミーティング 

東大サークル室 
Ｚｏｏｍ 5 

乾燥済サンプル重量測定 
（№28559-№28600） 
13時 30 分～Zoom ミーティング、 
ふくしま再生の会報告会に向けて 

1.5 

７ 

2 ミーティング Ｚｏｏｍ 5 活動連絡会議報告、 
ふくしま再生の会報告会について、他 1 

23 ミーティング Ｚｏｏｍ 5 
７/18(木)活動連絡会議報告 
図図倉庫お披露目(8/3)について 
ふくしま再生の会総会、報告会開催
(案)について 

1 

合計 141 人 64時間 

野草班の活動 

実施日 活動名 活動場所 参加者 活動内容 
２０２２年
月 日

9 15-
17 

写真撮影、コケ 
野草調査・測定 

あいの沢、はや
ま公園、佐須 4 

野草・キノコのサンプル採取、冷蔵庫に残してあ
ったキノコの放射線濃度測定。乾燥機で乾燥。 
花の写真撮影 

10 9-10 写真撮影、コケ 
野草調査・測定 

はやま公園、小
宮、佐須、あい
の沢 飯樋 

3 
野草・コケ・キノコのサンプル採取・放射線濃度
測定、あいの沢管理事務所の人たちと話し合い、 
花の写真撮影 

11 10-
12 

写真撮影、野
草、コケ、キ
ノコ調査

あいの沢、野手
上山の下の比曾
川渓谷、はやま
公園 

4 
野草・コケ・キノコのサンプル採取（測定機が壊
れていて測定できず。） 
花の写真撮影 

12 16-
17 

写真撮影、野
草、コケ、キ
ノコ調査

あいの沢、佐
須 3 

コケ・キノコのサンプル採取・放射線濃度測定。
乾燥機で乾燥。花の写真撮影。
佐須事務所の大掃除。

２０２4 年 
1，
2 カード作成 1 「いいたて野の花たより」カードセットのための

写真選定と編集 

3 29-
31 

写真撮影、コケ 
野草調査・測定 

はやま公園、あ
いの沢、相馬 3 

野草、コケのサンプル採取、放射線濃度測定。乾
燥機で乾燥。あいの沢管理事務所で話を聞く。 
花の写真撮影。 

4 18-
20 

写真撮影、野草
調査・測定 

はやま公園、村
役場、綿津見神
社付近、二枚
橋、あいの沢、
長泥、小宮 

4 各所の花の写真撮影。野草のサンプル採取。 

5 9-11 写真撮影、野
草、コケ採取 

あいの沢、はや
ま公園、小宮、
比曾、大火山 

3 トチの花、クマガイソウなど村内各所の花の咲く
場所で写真撮影。野草のサンプル採取。

6 ７-９ 写真撮影、野
草採取、測定 

あいの沢、佐
須大倉、はや
ま公園、小宮 

4 
野草のサンプル採取、放射線濃度測定。乾燥機で
乾燥。あいの沢管理事務所で話を聞く。 
花の写真撮影。 

6 22-
24 

写真撮影、コ
ケの測
定

あいの沢、大
倉、はやま公
園、佐須 

5 花や木の写真撮影、冷蔵庫に残こしてあったコケ 
の放射線濃度測定 

7 18-
20 写真撮影 

あいの沢、は
やま公園、小
宮、佐須の風
と土の家の前
の山道、 

3 写真撮影、あいの沢の管理事務所で話を聞く。 



合計 ３７ 

宿泊交流施設の維持管理 

実施日 活動名 活動場所 参加者 スタッフ 活動内容 
2023 年
月 日

8 31-1 風と土の家管理 佐須 2 風と土の家・学び舎 irori 屋内メンテナンス
風と土の家管理 佐須 3 風と土の家 敷地草刈 1 回

9 風と土の家管理 佐須 3 風と土の家 敷地草刈 1 回

10 
1 風と土の家管理 佐須 1 風と土の家 建物賃貸借契約更新 2024年

9月末まで 
風と土の家管理 佐須 3 風と土の家 敷地草刈 1 回

11 
風と土の家管理 佐須 1 風と土の家 アーティストレジデンスとして

利用 
20 風と土の家管理 佐須 10 2 風と土の家 消防訓練

2024 年

5 8 風と土の家管理 佐須 1 風と土の家 消防点検 AS防災
12 風と土の家管理 佐須 1 風と土の家 １号室 窓ガラス交換

6 風と土の家管理 佐須 1 風と土の家 敷地草刈 1 回

7 30 風と土の家管理 佐須 7 2 風と土の家 防災訓練 
風と土の家管理 佐須 1 風と土の家 敷地草刈 1 回

合計 17 20 

連絡会・理事会・総会 

実施日 活動名 活動場所 参加者 スタッフ 主な議題 

２０２２年 

月 日 

8 9 理事会 Zoom会議 15 0 第12回定期総会の議案の検討と総会に向けた日程の調整 
24 連絡会議 Zoom会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 

9 
7 連絡会議 Zoom会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 

13 理事会 Zoom会議 14 0 第１2回総会議案書の審議・監査報告 
21 連絡会議 Zoom会議 8 0 

10 

5 連絡会議 Zoom会議 9 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 
19 連絡会議 Zoom会議 8 0 各活動のアップディト・提議・総会準備 
22 定期総会 Webinar 集会 111 2 第１2期活動報告／第１3期活動計画 
22 理事会 Webinar 集会 10 理事長選出 

11 2 連絡会議 Zooｍ会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 
16 連絡会議 Zooｍ会議 7 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 

12 7 連絡会議 Zooｍ会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 
21 連絡会議 Zooｍ会議 3 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 

２０２4年 
1 11 連絡会議 Zoom会議 7 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 

2 8 連絡会議 Zoom会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 
22 連絡会議 Zoom会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 

3 7 連絡会議 Zoom会議 7 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 
21 連絡会議 Zoom会議 7 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 

4 4 連絡会議 Zoom会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 
18 連絡会議 Zoom会議 7 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 

5 9 連絡会議 Zoom会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 
23 連絡会議 Zoom会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 



6 6 連絡会議 Zoom会議 7 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 
20 連絡会議 Zoom会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 

7 4 連絡会議 Zoom会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 
18 連絡会議 Zoom会議 8 0 各活動のアップディト・提議・情報交換・報告など 

計 314 2

連絡会メンバー：田尾陽一、小原壮二、中町芙佐子、溝口勝、高木浩子、菅野宗夫、 
森本晶子、矢野伊津子 北原高次 
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